









学位論文名 Membrane Currents of Murine Osteoclasts Generated from Bone 














標準溶液 (5mM KCl， 145 nu1 t、~aCl， 1 mM CaCI2， 1 mM MgC12)と内液 (150mM K -glutamate， 
7 mM MgC12， ATP)で培養破骨細胞の主たる膜電流としては内向き整流性電流(IR)(87.0土72.8
pS/pF n=78)と外向き整流性電流 (OR)(18.4上31.7pS/pF)が見られそのコンダクタンス比からIR

















のである。先ず最初に標準細胞外溶液 (5mM KC1， 145 mM NaCl， 1 mM CaCI2， 1 mM MgCb)とピ
ペット(細胞内)液(150mM K-glutamate， 7 mM MgC12 1 mM， ATP)で，形態的，組織化学的に破
骨細胞と同様の特性を示す5日一18日の培養破骨細胞で膜電流を測定すると内向き整流性電流(IR)(m 
ean :! SD三 87.0+ 72.8 pS/pF. n-，-78)と外向き整流性電流 (OR)(18.4 :! 31.7 pS/pF)が見られ，




一方.ORタイプ (5< OR/IR)は細胞外C1ー に応じてコンダクタンスが変化する事より， Cl-チャンネル
が関与するとしている。また細胞内CaHを増加させると上記とは異なる一過性の外向き電流が活性化
されることを明らかにしている。更に本研究で明らかにされた培養破骨細胞のイオンチャンネルの特性を
骨髄から直接採取した成熟破骨細胞で報告されているイオンチャネルの特性と比較した結果，基本的に同
じ電気生理学的特性を有し分化の比較的早期過程から そのイオンチャネルが発現機能していると結論
している。以上の研究結果は培養破骨細胞が骨髄から直接採取した成熟破骨細胞と基本的に同じ特性を持
つイオンチャネルを発現，機能させている事を明らかにしたものであり，培養破骨細胞を用いた骨代謝に
重要な膜のイオン透過性の今後の研究の発展に寄与する所があり，本研究者は博士(医学)の学位を授与
されるに値すると判定された。
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